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クラックを導入した皮膜に対しては、適正条件 (pρ=120 Wmm-2) においては、熱拡散率を溶射したままの皮膜
と比較して、約 60%減少させることが可能であることを示している。また、枝状クラックを持つレーザ複合溶射皮
膜の新しい熱伝達モデルを提案している。
(7) レーザ後処理皮膜の耐エロージョン特性は、レーザ処理を行っていない溶射皮膜よりも低下するのが認められ、レ
ーザ複合溶射で作製した皮膜の耐エロージョン特性は向上し、長時間の試験においても、摩耗減量は少なく、定常
状態の摩耗挙動を示すことを確認している。
(8)高温での繰返しおよび長時間酸化試験結果から、レーザ後処理および複合溶射で予め導入した微細ラックが応力を
緩和し、貫通クラックおよび界面剥離の進展を抑制し、熱遮蔽溶射皮膜の寿命を向上させることを確認している。
以上のように本論文は高機能熱遮蔽溶射皮膜創製のため、プラズマ・レーザ複合溶射法という新しいプロセスを提
案し、また、実機のガスタービン部品への適用の際に考慮、すべき因子である耐熱衝撃強さ、熱拡散率、耐エロージョ
ン特性、そして高温酸化挙動を定量的に評価し、その相関性を明らかにしている。これらの成果はガスタービン分野
の技術改善に対して重要な示唆を与え、熱遮蔽溶射皮膜の長寿命化が期待され、生産科学、特に溶射工学の発展に寄
与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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